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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2024年 4月 19日（金）Ｎo.32 

例 会 第１５４７回 通常例会/小杉苑  

ソング：それでこそロータリー、春の小川  ソングリーダー：杉浦聡君 

■ 会 長 挨 拶          渡邊博文君 

本日から、米山奨学生をクラブとして、来年の

3 月 31 日まで受け入れることとなりました。中

国出身の 27 歳の賈永波（カエイハ）さんです。静

岡英和学院大学の 4 年生です。カウンセラーは樽

井勉さんです。これから、毎回の例会やロータリ

ーの行事などに参加となります。インターシティ

ーミーティングも、参加となります。4 月 7 日に、

米山記念奨学委員会のオリエンテーションが静

岡で開催されました。若林次年度ガバナー補佐、

カウンセラーの樽井さん、次年度米山記念奨学委

員会副委員長の内山さんが参加され、賈永波さん

と初めて、お会いしてきました。ロータリーを理

解して、親睦を深めて、日本と母国の友好を深め、

世界平和に貢献できる人材育成など、米山奨学生

の目的は、崇高であり、日本独自のロータリー活

動であります。皆様も例会やロータリー活動を通

じて米山奨学生との親睦を深めてください。一年

間よろしくお願いいたします。 

先日、6 月の親睦旅行の下見に熱海に会長幹事、

プログラム委員長の数野さん、親睦委員長の小嶋

さんといってまいりました。やはり、バスで現地

に向かいますので、土日の渋滞とトイレ事情がと

ても心配です。そして、宿泊予定の、「石亭」も 3000

坪の敷地ととても広く貸切になりますので、皆様

にゆっくりしていただきたく、下見の重要性を感

じました。その結果、多少の旅行行程を変更させ

て頂き、スムーズな運営に努めて参りたいと考え

ます。参加される皆様に、また、ご案内させてい

ただきますので、ご理解と、ご協力をお願いいた

します。 

 

 

■ 出 席 報 告          数野晴紀君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

42／51 82.35％ 44／51 86.27％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○笠原君○加藤君○川口君○竹田君○中村君 

○古川君○若林君○増田君○秋谷君  

(１)メークアップ者 

桑原茂君（RLI） 小嶋英公君（RLI） 

竹田敏和君（静岡） 中山恵喜君（ｾﾐﾅｰ） 

 

パーフェクト例会数：                                               

                                                                            

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

 

 

 

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

45 45 0 9 
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■ スマイル B O X        数野晴紀君 

・米山記念奨学生のカエイハ君が、本日から藤 

枝南クラブが世話クラブとなりました。カウ 

ンセラーは樽井さんです。例会に参加の時は 

皆さん声をかけて下さいね。宜しくお願いし 

ます。            渡邊博文君 

・先日のゴルフ同好会コンペでパートナーに恵 

まれ、優勝できました。これからもゴルフを 

続けたいと思います。     渡辺哲朗君 

 

スマイル累計額  ６６７，０００円 

 

 

■ 地 区 協 議 会 報 告            

漆畑雄一郎君 

4/14( 日 ) 地区研

修・協議会に参加し

ました。通常であれ

ば次年度のガバナ

ー排出クラブの地

元において集合型

で開催されるので

すが、今回はたぶん初めての試みで、地区役員間

を ZOOM で繋いだものを youtube で配信すると

いう開催でした。 

会長幹事向けの内容は前回の PETS とそれほ

ど変わることがなかったので特筆するべきもの

はありませんが、ともかく MｙRotary 上でクラ

ブの目標設定を行いましょうということを言い

続けているという印象でした。PETS においても

盛んに同じ事を発信していましたが、Rotary が

100 年の歴史を超えて、日本においてはメンバー

が減少している昨今を考えるに変化していかな

ければならないのは致し方ないとは思いますが、

個人的には釈然としないものが残るものがあり

ます。 

あと 2 ヶ月あまりで新年度が始まりますが、ガ

バナーノミニーの排出年度にもなりますので、こ

れら地区の方針を踏まえつつも藤枝南クラブと

しての EnjoyRotary を忘れずにやっていきたい

と思います。 

 

 

 

内山淑夫君 

今回の研修で改

めてロータリーク

ラブの活動の大き

さについて驚かさ

れるとともに、過去

数十年間この活動

を推し進めてきた先達であるロータリアンに敬

意と友情を感じました。 

さて、私は次年度は米山記念奨学委員会に所属し

ます。今回の研修においてもどうしてもこの関係

のスピーチに注視することとなりました。 

米山梅吉記念館理事長である村松友吉さんのお

話、米山記念奨学委員長の三浦顕承さんの指針演

説については感動して涙するほどでした。 

1 年間頑張ります。 

 

早川清人君 

令和 6 年 4 月 14

日開催された本年

度ＲＩ地区研修・協

議会において、RLI

分科会担当のクラ

ブ・ラーニングファ

シリテーターとして参加したので、以下のとおり

報告致します。 

 ＲＬＩ（Rotary-Leadership-Institute）とは、

ロータリー･リーダーシップ研究会のことであり、

質の高いリーダーシップ教育を通じてロータリ

ークラブを強化するためのリーダーシップ開発

プログラムのことです。 

 このＲＬＩは組織化されていて、第 7510 地区

で始まり、活動拠点となる本部は米国のニュージ

ャージー州に置かれていて、日本国内においても

ＲＬＩ日本事務局が設置されており、ＲＬＩの使

命は、将来クラブのリーダーシップを進める事が

出来る潜在能力を有するロータリアンを見出し、

そのロータリアンに、ボランタリー組織にとって

重要なリーダーシップ技能と質の高い教育を提

供することを目指すものとなっています。 

私たちがロータリアンとして成長し、充実した活

動するためには、ロータリアン一人一人がロータ

リーを本当に理解し、自発的なモチベーションを

高め、コミュニケーションや活動を活発にして、

クラブの活性化につなげて行く必要があります。

つまり、ＲＬＩの目的は、ロータリアンの自主性

と卓越した指導性を涵養し、クラブの刷新性と柔
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軟性を育て、ロータリーを活性化することなので

す。 

このＲＬＩプログラムは、ディスカッション方

式で実施される参加型の研修カリキュラムで構

成され、段階的にテーマを設定して討論が展開さ

れています。 

さて、当地区での次年度の RLI 委員会の運営基

本方針は「当地区における RLI の取り組みを、よ

り充実させるために、一旦立ち止まり、過去の検

証を踏まえた後、当地区における RLI のより良い

あり方を模索し、挑戦することによって次のステ

ージへの足掛かりとする」とのことで、具体的事

業・行動計画は下記 7 項目が示されました。(提示

された資料をそのまま転写) 

（1）上期、下期に各１クール(PART1～PART3)開催 

締めくくりとして最後に卒後コースを１回開催 

（2）受講の利便性を図るため ZOOM開催 卒後コ

ースはリアル(静岡)開催 

（3）受講者数を各パート 36名に限定(1セッショ

ン 6名×6時限) 

（4）FTは、24名程度の構成でスタート(1セッシ

ョン 4名×6セッション) 

（5）FT のレベル向上のための特化型研修会を実

施 

（6）新規の受講者に対しては、基本 PART１→

PART2→PART3の順で受講いただく 

（7）各委員会とのコラボレーションの模索(会員

増強委員会とはコラボによる事業予定済み) 

 

 

鈴木照竟君 

今回の地区協

議会は、初のユー

チューブ配信で、

各自視聴となっ

たことで、無事参

加する事が出来

ました。日曜日開

催なので、従来の現地開催型の地区協議会では、

参加する事が難しい状況でした。さらには ZOOM

等のミーティング形式ではなく、一方向なので、

気兼ねなく中座が可能でしたので、たいへんあり

がたかったです。 

 午後の部になり、小泉ガバナーエレクトよりガ

バナー補佐、会長・幹事に向けた訓話の後、いよ

いよ各委員会の活動方針発表です。全部で１1 の

委員会がある中で、公共イメージ委員会はトップ

バターとして甲府西の小野委員長が発表しまし

た。委員会の活動方針として、四つのアクション

プランを策定し、行動していくとの事です。 

① マイロータリーの登録と活用の推進 

60％⇒80％ 600 人 

② ブランドリソースセンターの活用 

③ 奉仕活動など SNS や地元メディアで PR 

地区オリジナルパンフレットの配布 

④ 米山梅吉記念館の活用と継続的支援   

この委員会のメインは、地区オリジナルのパンフ

レットの作成・配布になる。会員１名につき１０

枚程度配布する。ガバナー訪問時にお渡しする予

定。 

委員会メンバーは、総勢４名と非常に小さな委員

会ですが、若い委員長のもと、ワンチームで積極

的に活動していく気概を感じた所信でした。 

クラブの委員会では、例年の活動を踏襲しつつ、

杉山出向委員と密にして運営していきます。 

 

 

桑原茂君 

（奉仕活動委員

会の方針） 

奉仕活動委員会

は 2620 地区が示

すリーダーシッ

ププラン（ＤＬＰ）

に沿って活動します。 

奉仕活動員会は、３つのチームに分かれて構成し

ていますが、各グループやクラブへはワンチーム

としてサポートさせていただきます。各クラブへ

のロータリー基本理念動画の提供、合同奉仕事業

への同行、国際奉仕事業の相談、橋渡しなど多岐

にわたり相談できる委員会としてお声かけくだ

さい。 

① 【基本理念チーム】 

・昨年度作成したロータリーの基本理念の動

画資料をブラッシュアップし、各クラブへ周

知、学びの機会を作る 

・奉仕活動セミナーにて、『ロータリーの基本

理念について』の講和 

・増強委員会と連携して、基本理念動画の新

会員への学びの機会を作る 

② 【社会奉仕チーム】 

・地区グループ単位による合同奉仕事業の支

援 

・地区ＨＰに地区内クラブの奉仕活動カレン
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ダーを作成（ＲＯＴＡＲＹ at ＷＯＲＫ）し、

ほなクラブの奉仕活動への参加促進を図る 

・災害ボランティア体制構築の推進 

（グループ合同奉仕活動実施要項） 

地域には一クラブでは対応が困難な課題や多

くのクラブで行うことによってより大きな効

果を生む課題があります。地域に根ざす

Rotary の力を結集し、地域社会が本当に必要

としている問題を解決に導きましょう。 

③ 【国際奉仕チーム】 

・地区内クラブの国際奉仕活動支援・協同参

画推進 

・海外ＲＣとの合同グローバル補助金事業組

立サポート 

・3350 地区（タイ・ベトナム・カンボジア・

ミャンマー）との友好地区協定締結、グロー

バル補助金事業推進 

・フィリピン 3820 地区との友情交換プログ

ラム 

 

 

例会プログラム

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今週の一言         桑原茂君 

お題は、今続け

ていることとい

うことですが、

今も続けている

ことは結構あり

ます。 

今日はそのうち

の一つをお話させていただきます。 

（毎日体重計に乗る。） 

朝起きてまずは歯を磨き顔を洗います。そのあ

と冬でも夏でもスッポンポンになって体重計に

乗ります。 

体重、体脂肪、筋肉量、体内年齢、内臓脂肪、

基礎代謝率をカレンダーに書き写します。 

もうこれを２５年くらい続けています。 

きっかけは３２歳の時に患った脳幹梗塞という

大病です。 

半分の人は即死、残った半分の半分の人は重度

の障がい者、残った 4 分の 1 の人が一応健常者

と言えるくらいに回復・・私はその 4 分の 1 に

運よく入りました。 

その時にお医者さんから次に脳梗塞になったら

障害が重く出るから健康管理には気をつけなさ

いとのお言葉をいただきました。 

私は、健康で一日でも長生きしたい・・ただそ

の気持ちだけで毎日体重管理をしています。 

おかげさまであれから２５年近くたちますが毎

日を元気に楽しく過ごさせてもらっておりま

す。本当にありがたいことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

4/26(金) 

第 1548回 
地区協議会報告 小杉苑 

5/10(金)  

第 1549回 
会員卓話 理事会 

5/17(金) 

第 1550回 
外部卓話 小杉苑 

5/24(金) 

第 1551回 
IM 報告 小杉苑 
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（担当/森竹君） 

米山記念奨学生 賈永波君 

ポールハリスフェロー 


